
 

 

 

 

令和３年７月１６日 

 

▼タイトル 

 「高島市文化財保存活用地域計画」が文化庁長官の認定を受けました 

 

▼概 要 

 

 市内の文化財の状況を的確に把握し、保存および活用を総合的かつ計画的に進めるた

め、平成３０年度～令和２年度の３ヵ年をかけて作成した「高島市文化財保存活用地域

計画」が、文化庁長官の認定を受けました。 

この作成した計画に基づき、高島市の数ある文化財を保存・継承していくため、収集

した資料の調査・研究を継続するとともに、市民・文化財所有者・関係団体等と連携し、

文化財の活用や発信を図ります。 

 

 

▼「高島市文化財保存活用地域計画」の概要 

 

 別添のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼問い合わせ先 

 ○所   属：教育委員会事務局教育総務部文化財課 

 ○担   当：山本・宮﨑 

 ○電 話 番 号：０７４０（２５）８５５９ 

 ○ファックス：０７４０（２５）８１４５ 



歴史文化の特徴

○交通の要衝の影響
古代から現代に至るまで、日本海・北国・琵琶湖・畿内を結ぶ大小

様々な陸路と水路を介した人や物の交流が高島市に独自の歴史と文
化をもたらした。特に中世以降の街道の発展や、北陸と琵琶湖を結
ぶルートの開発は、現在の高島市の形成に大きな影響を与えた。

○山の恵みと産業
豊かな自然環境に恵まれ、豊富な山林資源を活かした産業および生

活文化が生み出された。古代から都の用材の供給地として知られ、
その木材の運搬には、豊富な水量を誇る安曇川の流れが利用され
た。また山林資源は、地元住民の生業と深くつながり、木地師や山
師が活躍した。

○水辺の生活文化
河川、湖、湧水など様々な水辺での暮らしを維持してきたことによ

る、独特の生活文化が現在にまで受け継がれている。また豊かな水
の恵みによって生み出された生業、水への畏敬から生まれた信仰、
発酵食を始めとする食文化、湧水を活かした独特の生活習慣は、高
島市の歴史文化の形成に深い影響を与えている。

【計画期間】令和３～12年度（10年間）
【面 積】約693 ㎢
【人 口】約5万人
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●指定等文化財は、１７７件
●未指定文化財は、７９１件把握

推進体制

指定等文化財の件数



文化財の保存・活用に関する課題

文化財の保存・活用に関する基本方針

文化財の保存・活用に関する措置の例

未指定および未調査文化財
状況把握

朽木池の沢庭園の保存整備
事業

「朽木池の沢庭園整備活用計画」に基づき、地域住
民の理解と協力を得ながら、適切な整備を進める。

未指定文化財および高島市の歴史・文化を管理す
る上で重要な文化財について、文化財保護審議会委
員等の指導を得て、調査を実施する。

■取組主体:行政 所有者
■計画期間: R３～１２年度

■取組主体:行政、市民
■計画期間: R３年度

①調査に関する課題
・旧町村ごとに調査状況に偏りがある。
・美術工芸品、中江藤樹関係資料、動植物・地質

鉱物等の現状把握や詳細調査が進んでいない。
・食文化、人物、伝統産業、自然等について、調

査が不足している。 等

②保存と継承に関する課題
・文化財が分散保管されており、管理がしづらいこ

とから、統括的かつ継続的な保存が必要である。
・高齢化等により地域の文化財や伝統文化の継承が

困難になっており、地域と行政の連携した保存へ
の取り組みが必要である。 等

③発信と活用に関する課題
・文化財が広範囲に点在するので、多くの人が参加

しやすい見学会や講座の開催が必要である。
・SNSを活用した文化財の積極的な発信が必要。
・文化財を活用する人材の育成が必要となっている
・文化財を活用する民間団体の支援が必要。 等

SNSを活用した文化財情報
の発信
市域の文化財情報、特に現地を訪れるのが難しい

文化財や資料館の収蔵資料の情報を中心に、写真と
動画を使って発信する。

■取組主体:行政 関係団体
■計画期間: R３～１２年度
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【文化財の保存と活用の目標】文化財から「高島の恵みと誇りを最大化」

方針１ 文化財の状況把握と調査を進める 方針２ 文化財の保存と継承を進める 方針３ 文化財の魅力の発信・活用を進める

収集した資料の調査・研究の継続と、保存管理
に適した環境を創出し、その顕在化を図る。

高島市特有の自然景観や先人から受け継いだ
貴重な文化財を適切に保存、継承する。

高島市の文化財の価値や魅力を広く発信し、市民
や関係団体による文化財を活かした地域づくりを
支援する。

【基本的な方向性】①本市の自然景観や先人から受け継いだ貴重な文化財を適切に保存、継承する。
②収集した資料の調査・研究の継続と、保存管理に適した環境を創出し、その顕在化を図る。
③本市の文化財の価値や魅力を広く発信し、市民や関係団体による文化財を活かした地域づくりを支援する。
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高島市の関連文化財群
５つのストーリーを設定

ストーリー① 構成文化財位置図

ストーリー③ 構成文化財位置図
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ストーリー⑤ 湖辺の祈りと暮らし

【措置の一例】
・日本遺産関係地見学ツアーの実施

→日本遺産を構成するシコブチ神社や白鬚神社、
重要文化的景観をめぐり、参加者の本市歴史資産
への関心と保護意識の醸成につなげる。

白鬚神社の大鳥居

海津・西浜の石積み【方針】
◆市内の日本遺産関係地の幅広い情報発信を進める。
◆地域住民と協働し、重要文化的景観を活かしたまちづくりや地域活性
化を進める。

【課題】
見学者を受け入れる体制が整っていないため、各構成文化財を案内・
解説できる案内人の養成が必要となっている。

ストーリー⑤ 構成文化財位置図

・重要文化的景観を活かした地域活性化事業
→重要文化的景観選定地域での見学者受入体制整
備や、伝統的な食文化の発信等を進める。

大溝の水辺景観見学ツアーの様子 湖魚料理の発信郷土料理の昼食

本市の湖岸地域には、琵琶湖に流れ込む河川、その源流となる山々からの
谷水、湧き水、内湖などの豊富な水と、その水を用いて営み続けられてき
た生活、そしてそれらが作り上げた景観が良好な形で受け継がれている。














